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第６回 清瀬市新庁舎建設基本計画策定委員会 議事録（要旨） 

日 時： 平成２６年５月１３日（火曜日）１８：００～１９：３０ 

場 所： 男女共同参画センター ４階 会議室１・２ 

事務局： 企画部新庁舎建設室新庁舎建設係 

出席者： 委員１１名（澄川委員、齊藤委員、三井所委員、山本委員、 

平倉委員、波澄委員、小山委員、下嶋委員、中川委員、 

林委員、八代田委員） 

その他５名（企画部長、企画部新庁舎建設室長、他３名） 

コンサルタント３名（山口、上原、一戸） 

欠席者： 委員１名（菊間委員） 

傍聴者： １名 

会議次第 

 １．開催の挨拶 

２．前回議事録確認 

３．配布資料説明 

４．議事 

 （１）良質な市民サービスを提供できる庁舎について 

 （２）効率的で使いやすい柔軟な庁舎について 

 ５．その他 

６．閉会 

 

配布資料 

 ・本日次第 

・第５回委員会議事録（案） 
・【資料１】第６回策定委員会資料 
・【資料２】清瀬市庁舎敷地への都市ガス供給状況 
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審議経過 

１．開催の挨拶 

委員長より開会あいさつ。 

 

２．前回議事録確認 

（事務局）事務局からの修正内容として、Ｐ４の下から４行目「ガスヒート

ポンプ」と記載している部分が、事前にお渡しした議事録では「ガスヒーポ

ン」となっていましたので修正させていただいております。 

（委員）前回の議事録の発言内容を一部修正させていただきたい。木造建築

物の免震構造についての発言だが、要旨では限定的な表現になるため、内装

の木質化を推進するとして、構造については慎重な検討を要する旨に修正し

たい。 

（副委員長）Ｐ５上から１行目「庁議」というのは、表現がわかりにくい。 

（事務局）「幹部会議」と修正いたします。 

３．配布資料説明 

 （事務局）５月１１日に開催した中間報告書市民説明会の報告 

（コンサルタント）前回審議を行った【資料１】Ｐ１０～Ｐ１８について、

コンサルタントから修正部分の説明 

（事務局）【資料２】について事務局から説明 

敷地に接する北側及び東側に接している道路に中圧導管が敷設されてお

り、地区ガバナも敷地北東側に隣接しているので、一定の災害対策はされて

いると言えます。 

（委員）災害時に都市ガスの中圧導管は復旧が早いので、ガスも計画してい

く方が望ましい。今後も震災によるガス管の被害状況とその復旧時間につい

て調べてもらいたい。電気は電気で大切なので、色々な場面で両方を使える

形で考えた方が良い。 

４．議事 

（コンサルタント）今回審議を行う【資料１】Ｐ１９以降についてコンサル

タントから説明 

（委員）フロアマネージャーとコンシェルジュの人数はどの程度を想定して

いるのか。 

（事務局）コンシェルジュ（総合案内）については正面玄関の近くに配置し、

案内させていただきます。フロアマネージャーについては手続き部門の記載

台の近くに配置をすべきと考えています。 

立川市では総合案内が１人、フロアマネージャーは２名でした。フロアマ

ネージャーは双方にインカムをつけ、お互いの仕事状況を調整しながら対応
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していました。 

実情に応じて適正な人数を配置する必要がありますが、フロアレイアウト

等の計画によって必要な人数も変わってくるため、具体的人数については資

料に記載することはできませんでした。 

（委員）言葉が先行しているので、具体的な役割を想定した方が良い。いず

れにしてもサービスの質について検討する必要がある。 

（委員）資料１に記載されている写真を見ると、総合案内の人がカウンター

から出てきて、対応してもらえるかのような印象を受けるが、フロアマネー

ジャー的なやり方と考えていいのか。具体的な方針があれば教えて頂きたい。 

（事務局）４月から、従来の総合案内の他にフロアマネージャーを配置して

いる。フロアマネージャーは記載台の近くに配置し、書類作成の補助やお声

掛け等している。総合案内は施設の案内をしている。まだ実施して間もない

ため、新庁舎における両者の効率的な配置については、現状を分析して決め

ていきたいと考えている。 

（委員）ワンストップサービスの記載がないのは、やはり実現が難しいから

あえて記載していないのか。 

（委員）全てのことはできないが、いくつかの部署の内容を同時にやってく

れるケースはある。 

（委員）豊島区役所の庁舎は高度なワンストップサービスに取り組んでいる

と聞いている。可能であれば問い合わせてみてはどうか。 

（委員）スタートの時から少しずつ進歩するイメージだと思うが、言葉とし

ては基本計画に盛り込んでおくべきかと思う。 

（委員）例えば相続の手続きの場合、どの様な手続きが必要で、どの部署に

行けばいいのかわからない市民が多いと思う。複数の窓口に行く必要がある

場合は、ハード面も大切だが、窓口で手続きした際に、窓口の方が他のどこ

に行けばいいのか案内できるようになることが大切だ。 

（委員）今の点についてＰ２１③の部分に低層階に窓口関係を配置する計画

がある。部門間の連携についての記述があることはいいことだと思う。従来

の縦割りから部門間連携へ、新しい市民サービスに向けた役所体質の変化と

考えたい。 

（コンサルタント）ワンストップサービスの実現については、パソコン等の

システムと市民データの統合の仕組みと合わせて、ハードだけではなくソフ

ト面、職員の教育（手続き内容によってどこに行く必要があるか等、他部署

の業務理解）も必要となる。 

（委員）Ｐ１９の①に「窓口カウンターの仕切りや案内サインに、手続き別

のテーマカラーを設定」とあり、例として他市事例の写真を挙げているが、
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この様に色々な色を使ってしまうと、かえって分かりにくくなってしまう。 

案内を分かりやすくすることは配慮すべきと思うが、建築と周辺環境など

総合的な判断が必要なので、単発で色のことを決めずに、設計段階のデザイ

ン計画にゆだねるべき。 

計画書に事例として写真挙げてしまうと、それが良いものとして判断され

てしまうので慎重に選んだ方がいい。 

（委員）総合案内とフロアマネージャーが配置されていれば、案内サインは

場合によってはいらないサービスになるかもしれないので、やりすぎになら

ない様に配慮が必要だ。 

（委員長）現場の状況は職員が良く知っており、来庁者も人口が１０万人を

超える様な市とは違うので、職員の意見も参考にしたい。 

（委員）今回のテーマの中には職員の使い勝手についての記述があるが、そ

の部分に関しては当事者ではないので検討できない。今後職員アンケートを

実施するとは聞いているが、委員の方で決めてしまっていいのか。職員との

打合せの場も必要かと思う。 

（事務局）次回の委員会で職員アンケートの報告書を提示する予定となって

います。また部長職で構成する庁内検討委員会と、その下部組織として課長

職レベルで構成した専門部会を立ち上げています。専門部会において、職員

アンケート結果や、委員会で議論している計画書内容について検討を行い、

加筆すべき事項があれば、策定委員会に確認した上で、加筆させていただき

ます。 

（委員）快適な待合空間の項目について、待合席等に優先席を設けてはどう

か。また、公平の観点から難しいかもしれないが、優先窓口などもあればい

いと思う。現市庁舎に優先席などはあるのか。 

（事務局）現市庁舎に優先席はありません。 

（委員）フロアマネージャーがお声掛けするなどして、対応すればいいと思

う。優先席を設ければいいということでもないと思う。 

（委員）優先席を色分けして設けておけば、フロアマネージャーが他の人を

対応している時でも、優先席があるということがわかる。市役所に行く際に

優先席があると分かっていれば、安心して利用できるという意味で提案した。 

（委員）「ユニバーサルデザイン」の中で多目的トイレについての記述はある

が、「良質な市民サービス」の中にトイレについての記述が無い。トイレの使

い勝手は重要なので、市民サービスの項目に記述した方がいい。華美なこと

は必要ないが、機能性と使いやすさは必要だ。 

（委員）ユニバーサルデザインの部分で記述したらいいと思う。 

（委員）Ｐ２２の執務スペース内で「保管できる十分な書庫」とあるが、Ｉ
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ＣＴ化が進んでいるので、後で他の部屋として転用出来ればいいが、無駄な

スペースになってしまうのではないか。 

（委員）「十分な」の意味が分からない。「多過ぎる位の十分な」なのか、「Ｉ

ＣＴ化も含め十分な」なのか。 

（コンサルタント）既存の庁舎では机の上に書類が山積みになっていること

が多いので、そのようなことを改善できるようにしなければならないと思い

ます。意味としては書類が収納できる、必要最低限な量という意味を込めて

書いています。 

（委員）それを大体何㎡なのか想定していかなくてはいけないのでは。 

（コンサルタント）設計段階になるかもしれませんが、全体の文書量の把握

と、ペーパーレス化の対応についても検討する必要があると思います。 

（委員）職員が希望する量と、できるだけ減らすように考えた場合で検討し

た方がいいと思う。 

（委員）日常的に手元に置いておきたい資料と、余り利用頻度が無く共同書

庫等で保管していいものと、長期間保存が必要な文書等は地下の書庫に保存

するなど、文書の内容によって保管方法が違うと思う。それぞれの量などの

条件は、いずれ設計者に提示する必要がある。 

（委員）職員にアンケートなどを取って、自分の机以外にどれだけ必要なの

か聞いて決めればいいと思う。今この場で話し合っても決められない。 

（委員）ある市庁舎では、皆さんが利用しやすい位置に共同書庫を設けてあ

り、そこで話や打合せなどの交流をしていていいなと感じた。 

（事務局）書庫については、執務をする同じフロアの書庫に保存するものと、

長く保存する必要のあるものをまとめて保存するような書庫という２種類の

書庫の計画が必要という意味合いで書いています。必要スペースについては

今後設計段階で精査していきます。必要最低限と考えていますので、文言に

ついては「十分な」という表現は使わないようにしたいと思います。 

（委員）Ｐ２０の他市の写真は風船が付いていたり、文字があったり、数字

があったり、パネルがあったり、とてもサービス精神が旺盛である。どこま

で整備しながら、分かりやすくするかというような話も必要なので、いろい

ろな手法があることを理解した上で、ワークショップ等をしながら、過剰に

ならないように考えて欲しいと思う。 

（委員）Ｐ２１の執務室の機能的レイアウトについて記述があるが、キャビ

ネット以降の執務室内の机の配置については、職員同士が対面式のレイアウ

トではなく、受付カウンターに向いている方が、来客があった際に気が付き

やすいと思う。 

（委員）夜間利用はどのようになるのか、１７時で終わりなのか。また残業
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する部署はあるのか。 

（事務局）窓口業務は１７時までとなります。各部署の残業については、部

署や時期によって異なりますが、コンスタントに一年中残業している部署は

ないと思います。 

（委員）場所によって遅くまでやっているところはないのか。 

（事務局）住民票の手続き等については、清瀬市は１７時までとなっていま

す。地域センターなどの貸し館業務は２２時までやっています。 

（委員）清瀬市はそうでも、他の市では曜日によっては２０時までや、土曜・

日曜もやっている市などがある。将来的に対応できるように、閉庁時に開放

する部分の動線計画を考えておかないと、後で焦ることになる。 

（委員）夜間窓口等はあるのか。 

（事務局）業務は限定されているが今現在も夜間窓口はある。市民課は土曜

窓口を行っている。 

（委員）コンビニで住民票が取れるようになってきており、今後外部への機

能移転も進むのであれば、庁舎にコンビニを計画しておけば、夜間・土日で

も住民票が取れるようになるのではないか。 

（事務局）現在三鷹市や多摩地域の何市かはコンビニ交付を行っており、将

来的に今後そのようになっていくことは考えられる。 

（委員）夜間宿直の方はいるのか。 

（事務局）嘱託職員がいます。 

（委員）清瀬の安心・安全の観点で考えれば、宿直の方は警備員ではなくて、

夜間窓口と一緒に市民サービス業務なども行えるといいのではないか。 

（事務局）現状も夜間窓口職員以外で、警備員がいます。 

（委員）庁舎機能に夜間市民サービス業務を加えられると良い。 

（事務局）現状では、駅前図書館の開館日は、証明書の自動交付機を午後８

時まで稼働させている。また、国が進めている個人番号制度が平成２７年１

０月から開始されますが、それが始まると、コンビニ交付がスムーズにいく

ようになると思います。 

（委員）駅前図書館に行けば土日でも住民票は取れる。清瀬は小さいので、

市役所に行くのも、駅前図書館に行くのも大して変わらない。どちらか空い

ている方に行けばいいので、不便で困ったことはない。 

（委員）気候のいい時に窓を開けて自然換気を行うなどの話も出ていたが、

ＢＥＭＳ（ベムス）を導入して一元管理を行った場合、窓は閉鎖状態になっ

てしまうのか。また残業などで遅くなってしまった人に対し、一部のゾーン

だけでの管理はできるのか。 

（コンサルタント）次回のテーマの「環境配慮」で、自然換気等の自然エネ
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ルギーの有効活用を記述したいと考えています。ＢＥＭＳについては空調・照

明について、稼動範囲を細かく区切った上で、全体をコントロールするシステ

ムも可能だと思います。 

（委員）ＢＥＭＳを導入している事例は多いが、データを分析して、うまく

使わないと意味がない。データだけが蓄積されていくだけでは意味がない。 

（委員）Ｐ２４の将来の設備更新への対応について、「十分なスペース」とい

う文言がある。ある程度のスペースは必要だが、無駄なスペースにならない

ように配慮する必要がある。 

また清掃について、どこにも書かれていないので記述した方がいい。 

（コンサルタント）清掃について記述するようにします。 

（委員）執務室内は「間仕切変更のしやすい」という記述があるが、議会は

どうなのか。 

（コンサルタント）議会については、次回のテーマで予定しています。 

（委員）市役所の清掃とはどういうものがあるのか。 

（委員）日常清掃と定期清掃がある。定期清掃がうまくいかないと汚くなる。

どの程度の回数行うかにもよるが、少ない回数でいかに綺麗にできるかが重

要だ。 

（委員）オフィスビルのカーテンウォールの設計をする時は、外部清掃の方

法について考えなくてはならない。 

（委員）市庁舎においても外部清掃の方法を考えなくてはならない。 

（委員）今の庁舎は、窓以外の外壁清掃はしているのでしょうか。 

（委員）庇の様な、汚れない、汚れにくいような造り方をした方がいい。 

（委員）職員の「庶務管理システム」とは何か。 

（事務局）出退勤などの管理になります。出退勤はＩＣカードで管理されて

おり、休暇申請などは電子申請できますが、文書決裁は電子化されていませ

ん。 

（委員）Ｐ２３の臨時窓口の記述の部分に、「引越しや確定申告等」とあるが、

「引越し」とはどういう意味か。 

（事務局）引越しの時期という意味です。例えば４月に市民の転入・転出が

増え、窓口が混雑する繁忙期の意味です。 

（委員）文章が分かりにくいので、表現を変えるべき。 

（委員）ＢＥＭＳを導入すると窓は開けられなくなるのか。 

（委員）ＢＥＭＳを導入しても窓は開けられる。 

（委員）窓を開けると自動的に空調は止まるようにできるのか。 

（委員）自動的にするかしないかは、その時の仕組みによる。ただし、ＢＥ

ＭＳを導入すれば運転管理の人がいる前提だと思う。 
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（コンサルタント）維持管理をする専門の方がいます。 

（委員）窓を開けると換気を止めてしまうのか。 

（委員）風の流れで重要な書類が動いてしまう等、窓を開けられない部署も

あるので、窓を開けなくても自然に換気ができるようにする計画もある。 

空調よりもむしろ照明が一番エネルギーを使うので、近年では 1 灯照明毎

に調整するようになってきている。 

（委員）自分でつけたり消したりできると良い。 

（委員）照明の点灯・消灯ではなく、照度の調整のことである。どこまでや

るかにもよるが。 

（副委員長）使い勝手と操作のやり方は考え方で変わる。全てを自動化して

一元管理するのは難しい。自然換気の場合には、それをどの程度取り入れ、

どの様な仕組みとするのかを考える必要がある。清瀬は特に４月に土埃がす

ごいので流路の問題があり、その時期に自然換気はできない。また、騒音の

問題等もある。細かい内容となってくるため、設計段階でどの様にやるのか

を検討するしかない。 

５．その他 

（委員）次回の環境のテーマについて、東京都環境局の資料を用意したので、

参考資料として欲しい。 

（事務局）６月２７日（金）に立川市の視察を予定しています。出欠の確認

と質疑の申出を５月２３日（金）までに事務局にお伝えください。 

次回委員会は６月１７日（火）１８時からとなります。 

（委員）次回委員会は予定があり欠席しますが、「議会のあり方」について、

長岡市の議会が１階の広場に面しており、ガラス張り議場になっている。調

べていただき次回の委員会の資料にして欲しい。 

６．閉会 

（委員長）閉会の挨拶 

 


